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     味を個々人は体得し,その意味空間の一部になることを目指した行為である.例えば,こどもを    
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しにくいという報告がある（Cheung F.K,Snowden L.R,1990;Sue S,Fujino D.C,Hu LT,1991; Bhui 
K,Stansfeld S,Hull S,2003; Harris K.M., Edlund M.J,Larson S,2005; Kirmayer L.J,Weinfel 































































































1)  通過儀礼としての妊娠・出産,そして子育てには,どのような文化実践（意味行為と規範）があ 
  るのかベトナム（原文化）にてインタビュー,フィールド調査からエスノグラフィーを作成す 
  る 
2） 1)で観察された文化実践は歴史的変遷,そして国境を越え次世代にどのように伝承され,文化変 
  容を起こしているのか明らかにするために,日本のベトナム系住民女性に対してインタビュ 




   カナダに住むベトナム人女性を選択した理由については①カナダはアメリカ,オーストラリア 
  に次ぎ,ベトナム難民,移民の受け入れが盛んであること,②多文化主義施策が施されている事 
  から少数民族集団への医療・保健・福祉サービスが整備されているなど日本とは異なる受け入 
  れ環境を併せ持っているためである. 
4) ベトナム,日本・カナダのベトナム系住民女性の妊娠・出産・子育てのモデル・ストーリーを作  
  成しそれぞれを比較する.それにより歴史的変遷,環境の変化により変容する文化,温存される 
  文化,周辺化する文化,それに応じて変容する医療・保健・福祉観を明らかにする. 
5）妊娠・出産・子育ての語りから,受入国の従来の医療・保健・福祉サービスにどのような心理的 
   抵抗を抱き,どのようなニーズを持っているのか明らかにする.またこの語りから,在外ベトナ 





  らかにする. 
2）一つの民族の文化実践に関する濃厚な語りを記述することにより,文化の中に内在する身体記憶 
   の存在を明らかにする. 
3) 文化変容とともに変容する医療・保健・福祉観を明らかにする 
4) 身体記憶というキーワードを介して,移住者が医療・保健・福祉領域に求める支援と,受け入れ 
  国が提供する支援との齟齬が存在することを証し,多文化共生時代に向かうわが国の医療・保 
















ついての報告もいくつかある(Holroyd E,Kaite F,Lam S.C,1997; Holroyd E,2005; Kaewsarn P,Moyle 





























































































































であると思われる.これをこの論文では Lee のいう身体的記憶（Bodily memory）ではなく,『身体






































































































































































































2. Place you lived in Vietnam（ヴェトナムで生活していた場所）: 
3. Education（教育背景）: Vietnam (                               ) 
           Japan/Canada (                               ) 
4. Occupation（職業）:     Vietnam (                            )  
                            Japan/Canada  (                             ) 
5. Religion（宗教）： 
6. Family composition（家族構成）: 
7. Language used at home（家庭で使用する主な言語）: 
8. Visa status in Japan/Canada（日本／カナダにおける滞在資格） 
9. Date of you marriage（結婚した時期）: 
10. Date of your first delivery（第１子を産んだ時期）: 
11. Ethnic identity（あなたは自分を何人だと思っていますか）: 
 
【Questions（質問）】 
1. When did you first come to Japan/Canada?                                     
 あなたはいつ日本／カナダに来ましたか？ 
 
2. Why did you leave Vietnam? 
 あなたがヴェトナムを出た動機はなんですか？ 
 
3. How did you come to Japan/Canada? (via Boat / Camp / etc?) 
 あなたはどのようにして日本／カナダにやってきましたか？ 
 
4. Your life in Japan/Canada 
 (1) How did you learn the language/custom? 
 (2) How did you find your home/occupation?  
 あなたの日本／カナダでの生活状況について 
 (1) 言語や慣習をどのようにして学びましたか？ 
 (2) 住居や職業をどのようにして見つけましたか？ 
 
5. Did you come across any troubles after you came to Japan/Canada? 
 あなたは日本／カナダに来てから問題を抱えましたか？ 




7. When you first landed Japan/Canada, What kind of governmental or non-governmental services 
33 
did you want?    
  あなたが欲しかった公的,私的サービスはなんですか？ 
 
8. We hear that pregnant women in Vietnam are neither given frequent medical check-ups, 
specific maternity education, nor health-record notebook for mother and baby, because 
pregnancy and labor are regarded as a natural course in your custom. Do you think that there 





9. Did you find any difference in the care for labor between in Japan/Canada and Vietnam, 
i.e, medical treatment, meal, daily care, postpartum education and etc? How do you think 





10. We hear that there are some unique customs in Vietnam for women after labor to stay in 
bed for a month after labor or have some special menu for meals, etc. Did you find any 





11. Which type of pregnancy care would you prefer, Japanese/Canadian or Vietnamese?  Which 
type of delivery care would you prefer, Japanese/Canadian or Vietnamese?  
 あなたが望む妊娠・出産の形態について教えてください. 
 
12. During pregnancy, did you get any support from your family or Vietnam community? 
 あなたは妊娠中,コミュニティや家族のサポートを受けましたか？ 
 




14.Did you use any governmental or non-governmental services during your pregnancy?  Did 




15.Did you use any governmental or non-governmental services after  your labor?  Did you 




16.How did your father raise you in terms of attitude, discipline, philosophy, and etc. 
 あなたの父親はあなたをどのように育てましたか？ 
 
17.How did your mother raise you in terms of attitude, discipline, philosophy, and etc. 
 あなたの母親はあなたをどのように育てましたか？ 
 
18.How do you think about the way your parents nurtured you? 
 あなたは両親の子育てに対してどのような思いを抱いていますか 
 
19.How would you like to nurture your children? 





20.How do you like your children to grow up? 




21. What do you think are difficulties in raising your children in a different culture? 
 あなたが異文化において子どもを育てる際に,困難だと感じることは何ですか？ 
 
22. In your home country, how are the attitudes of fathers toward raising their children? 
 あなたの母国では父親は子育てに対してどのような態度をとっていますか？ 
 




24.What would you like to pass to the next generation in terms of tradition, language, food 















































 1) 調査協力のお願いと調査への同意書（参考資料１.2.） 
  調査を依頼する際,文書と,口頭によって研究目的,意義,研究結果公表の仕方,調査に参加する  
  ことを拒否できること,参加後でも参加意志を撤回することができることを口頭および文書で 
  説明を行い,同意が得られた場合はサインをもらった.同意書は調査協力者用,調査者用と2部 
  用意し,各々が所持するものとした.説明時は必要に応じてベトナム語通訳を配置し,ベトナム 
  語で作成された依頼文・同意書を用意した. 
 2) 研究結果の発表の際の匿名性の確保 
  本研究協力者の多くは難民であり,プライバシーが公開されることで,現在の生活が崩壊する 
    のではないかという一抹の不安を抱いている.研究結果を発表する際には,研究協力者の氏名 
    をはじめとした具体的なバックグラウンド（年齢,結婚相手,職業,ベトナムでの居住地）は公 
    開せず,研究協力者が特定出来ないようにした.また,インタビュー終了後,削除して欲しい内 
    容について必ず確認をとった. 
 3) 調査時の配慮 
  調査内容が女性の身体に関する内容であることから,通訳を用いる際は女性に依頼した.また, 
  本調査により対象者に何らかの精神的・心理的・社会適応問題等が見出されたときは,医療機 
    関,行政機関と連携し必要な支援に繋げるよう配慮した. 
 4) データ収集時のスーパーヴィジョン 
  研究者はデータ収集過程で,多文化間精神医学専門家によるスーパーヴィジョンを受け,調査 
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ベトナム在住のベトナム人女性 5 名 
 
第一項 年齢構成 
























































































































































注 4）カオダイ教（ベトナム語：Đạo Cao Đài, 漢字：道高台）とは,1919年,ゴ・ミン・チェン（呉  
     明釗）によって唱えられたベトナムの新興宗教である.五教（儒教,道教,仏教,キリスト教,イ 
  スラム教）の教えを土台にしたことから,カオダイ＝高台と名付けられた. 
注5)家族の成員が母国を含む複数の国に分散して生活している状態を「分散家族（Breakup  














































カナダのベトナム系住民女性 18 名 
 
第一項 年齢構成 










































年代に関しては,1980 年代が8名,1990 年代が6名,2000 年代が4名であった.  
 
第九項 出産した国 





























注 6）カナダのベトナム難民がなぜ日本での出産経験があるかというと,もともと,日本に難民とし    





















































 ベトナムの国土は南北 1,650km,東西 600km に広がる.インドシナ半島の太平洋岸に平行して南北
に伸びるチュオンソン山脈（アンナン山脈）の東側に国土の大半が属するため,東西の幅は最も狭



































































































































































 1951 年 1 月 1 日前に生じた事件の結果として＊）,かつ,人種,宗教,国籍もしくは特定の社会的集
団の構成員であることまたは政治的意見を理由に迫害を受けるおそれがあるという十分に理由の
ある恐怖を有するために 









＊1951 年 1 月 1 日前に生じた事件とは次のいずれかをいう. 
a)1951 年 1 月 1 日前に欧州において生じた事件 
b)1951 年 1 月 1 日前に欧州または他の地域において生じた事件 

















 日本に初めて難民が上陸したのは,1975 年 5 月,アメリカ船に救助されて千葉県に上陸したベト
ナム難民 9 人であった.当時,日本政府は難民の受け入れを認めていなかったため,彼らは一時滞在









              出所：外務省. 難民問題と日本 III－国内における難民の受け入れ－(外務省,2012) 
 
 当初,受け入れ人数は 500 人と制限していたが,国連などからの外圧によって徐々にその枠を広
げ,1994 年には 1 万人であった枠も外し,インドシナ難民であれば制限なく受け入れ始めた.また






















































































































               （表1  No6  年齢：60代 家族構成：二世帯同居 職業：内職） 
 

































































り,言語能力も高い人々であった.1970 年代後半から1980 年代初頭にかけて,毎年58,000 人のベト
ナム難民を受け入れた.カナダのベトナム難民の多くはボートピープルにて母国を脱出し,アセア
ン諸国の難民キャンプに一時滞在し,カナダ在住の家族・親戚縁者が保証人となり呼び寄せられた
人々である.1982 年から 2004 年にかけては,ベトナムに残してきた家族らの呼びよせが積極的に行

























































まると,儒教の影響力は急速に衰えていった.そして,1915 年から 1919 年にかけて科挙制度が廃止




































































































































































































































 ベトナムは 1986 年から対外開放と市場経済化を柱とするいわゆる「ドイモイ政策」を展開指せ
る中で1990 年代には憲法（1992 年大幅改正,2001 年部分改正）,障害者に関する基本法（1998 年）
お呼び同法施行令（1990 年）,社会救助（社会救済）政策に関する政令（2000 年）,教育法（1998
年）,労働法典（1994 年）などが制定され権利保障（生活権,教育権,勤労権など）が体系化された.
「1996-2000 年社会経済発展略」1996 年ベトナム共産党第 8 回大会では教育,保健,医療の遅れ,貧
困層の社会問題を提起した.1998 年ベトナム政府は「社会発展の主要政策」において医療費制度の
刷新と健康保健制度の新設を行い,経済的貧困層への差別的待遇を排除し,医療費負担を援助する
ことを政策の課題とした( ベトナム1998 年 社会開発の主要政策 第10回国会報告書,1998). 















































130 人／10万人と高く,これは日本の1960 年に相当する値であるが2006 年には75人/10 万人と改
善した39).乳児死亡率は1960 年に147 人/千人,1990 年に38人/千人であったものが,2006 年には
15 人/千人となり,5 歳未満児死亡率も1960 年には 219 人/千人,1980 年には 53 人/千人,2006 年に







































































































院を訪ね回復を祈る,などの対処行動をとる. Kirmayer L.J らは西欧医学は伝統的な治療を行なっ
た後,効果がない,もしくは家族が必要と判断した場合に用いると述べている（Kirmayer L.J, 
2007).この食物や漢方薬の治療とはどのようなものなのか.これはベトナムの伝統医療であり,具






1-1．Hot and Cold 
 中国哲学にみられる「陰と陽」が,ベトナムでいう Cold と Hot に値する.この二つの拮抗する概
念がベトナムの伝統治療の根底にある.ベトナムでは病いは身体の中の Hot と Cold のバランスが
取れなくなった状態と考えられている.熱発,大腸炎,肌の発疹は身体に熱がこもっているために生
じると言われ,失神,下痢,麻痺は身体が過剰に冷えているために生じると考えられている.身体の





1-2．Wind(Air) and Water  
 ベトナムでは風（空気）と水も「良い」「悪い」というような二分法で捉えられる,悪い風（空気）
は身体を冷やし高熱を出す,痙攣を起こす,時に死に至ることもあると言われている(Dinh K 


















































































て生活を余儀なくされている人々である(アジア福祉教育財団難民事業本部,1993; 川上,2001; Dinh 
k D,2005; Louis J.D,2005; 国際移住機関,2008)..生活様式（家族形態）の変化が精神障害を生み出
すとベトナム人は認識しているという報告もあり1),移住国で彼らの原文化における生活環境が喪失
されたことで精神の病を発症する  (江畑,2003),という認知を持っていることが伺える.  

















を頭痛,ほてり,寒気など身体化し現すことが多い(Silove D,Manicavasagar V,Beltran R,1997;Phan 





































Kirmayer LJ をはじめ多くの報告がある(Phan T,Silove D,1997; Hoff R.,Rosenhec R,1998; Dinh k. 
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 「出産 3 ヶ月ほど前から,米の焼酎に卵をつけ暗所で保管しはじめる.産後,その卵を漬け込んだ
焼酎を御猪口で一杯数日間飲むのよ.そうすると体中に溜まっている悪い血を体外へ排出する事が
出来るの.これはね,女性の身体にとって大事な事だから,ちゃんと守らなくちゃいけない」       
 「あと洗濯紐があるでしょ.その下をくぐったら子どもの首に臍帯が巻き付くから駄目,と言う人
は多いわね」注1） 


















               （表 1 No2  年齢：50代 家族構成：拡大家族 職業：縫製） 
   
  1950 年のベトナムの妊産婦死亡率は日本の 10 倍であり（野崎途也,2005）,「ベトナム人に
とってお産は命がけの行為であるとみなされていた.出産に備え,妊娠してから出来るだけ太った
方が出産時に良いと思われてたんだろうね」とカナダ在住のベトナム人産婦人科医は語る. 























































































































               （表 1  No5  年齢：20代 家族構成：拡大家族 職業：縫製） 
 
 
                          
注2）妊産婦死亡率  
  年間妊産婦死亡数       ×100,000 
年間出産数（出生数＋死産数）   











































































              （表1 No1 年齢：30代 家族構成：拡大家族 職業：縫製） 
 
と彼女らは言う.また50代の女性に限られた語りであったが 
 「5 歳から 10 歳までの健康な子どもの尿を飲むと出産後,悪い血が出て身体が楽になると言われ
ていて,ウコンと尿を煮詰めてお酒で割って飲んでいた」 


















































               （表 1  No5  年齢：20代 家族構成：拡大家族 職業：縫製） 
と語っていた. 
 産褥期に推奨もしくは禁忌とされている文化実践の根底には,伝統的なベトナムの医療観がある. 





































                       図３.ベトナムの産褥期に過す部屋について 







































































































































              （表1  No3  年齢：40代 家族構成：拡大家族 職業：専門職） 
  






















              （表1 No2  年齢：50代 家族構成：拡大家族 職業：縫製） 
 
























































































































養価の高い人工ミルクが使われるようになったと報告している（Groleau D, 2005）.Lynn B は,ア
メリカに移住したベトナム女性は人工ミルクより母乳の方が栄養価が高いと理解しているものの,
家庭の事情により早期に仕事をしなければならず,人工ミルクの活用が進んだと報告している
（Lynn B,2008）. Manderson L らの調査結果では,オーストラリアに移住したベトナム人女性は出
産直後は人工ミルクで子どもを育て,その後,短い期間のみ母乳を与える.それからは牛乳に切り替
えるという形がとられているという報告している.同論文ではベトナム人が人工ミルクに頼り過ぎ



























































































               （表1 No2  年齢：50代 家族構成：拡大家族 職業：縫製） 
 
 「母親がね,1 週間？10 日すぎた頃かなぁ,シャワーをして良いと言ったので頭も身体も洗った.
シャワー室に風が入らないように締め切って.それまでは毎日,身体を拭いていた」 
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栗食めば まして 偲はゆ 何処より 来たりしものぞ 眼交ひに もとな懸りて 安眠し寝さ













た(Ball H.L, Hooler E, Kelly P.J, 2000).ところが近年, 添い寝の文化実践も見直されつつある.
それは,自信に満ち独立心に富んだ子どもを育むという説もあり (Thevenin T,1987; William S, 





























































































































































































































































（表1 No3 年齢：40代 家族構成：拡大家族 職業：専門職） 
 


















































































































































































































































（表1 No1 年齢：30代 家族構成：拡大家族 職業：縫製） 
 




















































（表1 No3 年齢：40代 家族構成：拡大家族 職業:専門職） 
 
  
                        
注２）近年,ベトナムでは薬物使用の低年齢化が進んでいる.正確なデータは存在しないが,12歳か 
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この 19 名を来日経緯,来日動機から 3 つのグループに分類した.内訳は第一世代グループ 6 名,ODP










































































































































































































































































（表1  No7  年齢：30 代 家族構成：核家族 職業：会社員） 
 
 「会陰切開については事前に Dr から説明はなかったの.切る瞬間にね,『赤ちゃんの頭が見えて
来たけれど貴方の膣は狭いので,赤ちゃんが無事に出てこれるように切りますよ』と言われた.会陰
切開についてはあまり抵抗はない.＜出産中によくDrの説明に耳を傾けることが出来ましたね＞そ




















































































岡,1991;落合,1987; 長谷川,1990; Newman L,1981; Whittaker A,1999）. 




療のシステムだと指摘している（Illich I,1992）.Conrad とSchneider は,社会が抱える「逸脱行
為」が「病気」というカテゴリーとして社会の中で制度化され,人々の中に定着して行く過程を「悪
から病気へ」と呼び,「カテゴリーの政治化」の過程として論じている.また医療化は一方的な現象








































































































 （表1  No15  年齢：40 代 家族構成：核家族 職業：その他） 
 



















 （表1  No24  年齢：40 代 家族構成：核家族 職業：会社員） 
 















（表1  No11  年齢：30 代 家族構成：核家族 職業：専門職） 
 





































































































































































































































































































































































































（表1  No6  年齢：60 代 家族構成：二世帯同居 職業：内職） 
1-2. ODP グループ 
 
 日常生活に復帰する前後のことを教えてくださいと尋ねたところ, 

































































ている（Larsen K.T, Pedersen K.M,1988; Day S,1981; Brown S,Lumley J, Smallm R,1994; Mclntosh 
J,1986; Paykel E S,Emms E.M, Fletcher J, Rassaby E.S,1980; Romito P,Saurel C.M,Lelong N,1999; 
Murata A,Nadaoka T ,Morioka Y,1998; Romito P,1990; Affonso D, Domino G,1984; Hopkins J,Marcus 
M,Campbell S,1984; Kumar R,1994; 島,1994）.さらにマタニティブルーや産後うつ病は産業化以














































































































（表1  No15   年齢：40代 家族構成：核家族 職業：その他） 
 

















































































































































































































の社会適応を困難にしているという報告がいくつかみられている（Nguyen N, Williams H,1989; 
Rosenthal D, Ranieri N,1996; Nguyen H.H, Messé L.A, Stollak G,1999; Kwak K, Berry J.W,2001）.    
  







































































































































































































































































































































































































             （表 1  No15  年齢：40代 家族構成：核家族 職業：その他） 
 「親孝行をするという心を忘れないで欲しい.将来,子どもと一緒に暮らしたい.子どもの世話に
なって生活したいと思っている.ベトナムでは子どもが親の面倒をみるのはあたり前のこと」 










































































































































（表１ No28  年齢：40代  家族構成：核家族  職業：起業家） 
 











































































































































でカバーされている.バンクーバーのあるブリティッシュコロンビア州では,2011 年現在の MSP 月
額保険料は個人60.50 ドル（カナダドル）,2人家族109.0 ドル,3人以上の家族121.0 ドルである.
この保険はすべての医療に適用され,加入者は外来での薬代を除いて,初診料を含め全てが無料で














































































































  日本においても海外においても,この 10 年,「いいお産とはどのようなものなのか」といった視
点での研究が盛んに行われている（Lothian J,2006; Wier J,2008; Gilbert A, Benjamin A, Abenhaim 
186 



































































（表１ No38  年齢：40 代  家族構成：核家族 職業：専業主婦） 
 
















































































































































































































































（表１ No28  年齢：40 代  家族構成：核家族  職業：起業家） 
 
 「私は,ベトナムとカナダで一人ずつ子どもを産んだけれど,カナダの考え方というのかな,習慣



























































（表１ No33  年齢：30代  家族構成：核家族  職業：会社員） 
 



















































































































の再編を迫られる重要な移行期であると言われている（Brooks G, 1989）. Fischer L は出産の際
に,母娘関係の再調整が生じる,つまり出産の際,お互いに対する評価が高まり,接触や相互の援助




















（表１ No38  年齢：40 代  家族構成：核家族  職業：専業主婦） 
 
 





















（表１ No27  年齢：60 代  家族構成：核家族  職業：会社員） 
 
































































ャル・サポートが多いほど産後の心理的苦痛は少ないと言われている(Stemp S,1986) .またLogsdon 
200 
M .C らはソーシャル・サポートの量よりもその質が影響していると述べ,産後の抑うつ症状に強く













































きた.だから私の子どもは 17 歳になるが母親の意見を求めてくることがある」 



























































































































































































































（表１ No28  年齢：40 代  家族構成：核家族  職業：起業家） 
 




















































（表１ No30  年齢：50代  家族構成：核家族  職業：専業主婦） 
 




































































唱したのは Watson J. B(ジョン・ワトソン)であり,1928 年に出版された「嬰児と幼児の心理学的
ケア（The psychological care of infant and child）」にて,子どもの生まれつきの能力を最大限
に伸ばす養育の方法について触れている.また家庭内で「社会的規範」を育てる重要性を説き,厳し








































（表１ No27  年齢：60 代  家族構成：核家族  職業：会社員） 
 





















































































































（表１ No28  年齢：40 代  家族構成：核家族  職業：起業家） 
 











（表１ No39  年齢：40 代  家族構成：核家族  職業：縫製） 
 














































































であるといわれている（Viviani N ,1984; Phan T,2000; Dinh K.D,2005; Trickett J,2007; Ardeshir 
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憶は Roland  Littlewood (ローランド・リトルウッド)の指摘したように「文化変容とは外皮を剥





























































Wong Y.L,2007)，経済的問題を抱えている(Wong E.C, Marshall G.N, Schell T.L, et al,2006)，
言葉が不自由である(Westermeyer J, Her C,1996)，精神疾患に対する偏見が強い(Kirmayer 
L.J,Weinfel M, Burgos G, et al,2007)，あるいは疾患そのものへの文化的理解が異なっている(Frye 




を活用しないことが分かった(Kirmayyer LJ, M. Brogos G,2007).この調査結果について野田は,移
住者・難民は自分自身の意味世界を理解してくれる専門家は少ないだろう,また自分自身の文化や
家族的な背景はされないだろうと感じて,精神保健サービスを利用しないのではないかと述べてい
る（野田文隆,2012）.また, Groleau D らは移民・難民は多様性のあるサービスが提供され,彼らの




























原文化の文化実践を行い過したと述べられている（Rhonda B, DipEd G,2002）.さらに同国に移住
したベトナム人,カンボジア人,ラオス人女性らを対象とした調査では,出産の際に帝王切開は受け
入れたものの,入院中の産褥ケアに対しては抵抗を示したという報告もある（Woollett  A , 



























































































型だが,定義は次の通りである（Berry J.W,1966; Berry J.W ,1971; Berry J.W ,1974; 1 Berry 
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（Canadian task force on mental health issues affecting immigrants and refugees: 



















などのメンタルヘルスの危険因子としても捉えられている.（Alastair A, Alison S,2008; Peter 
K,Joanna R,Beth M,2010; Marko V, Nihad B,2010; Natalija V,2010; Gero S,Henry K,2010; Melinda 

































































































療・保健・福祉従事者の支援において活用できるとも言われている（Alastair A, Alison S,2008; 
Peter K,Joanna R,Beth M,2010; Marko V, Nihad B,2010; Natalija V,2010; Gero S,Henry K,2010; 
























































































































































































































































































































Competence という概念に変化した（野田,2008）.Tseng とStelzer は「臨床において有能であるた








WS, Stelzer J,2004, Tseng WS,2006). 



































注１）本論中に掲載した調査結果は2012年3月にイギリス ロンドンにて行われた3rd World 
Congress of Cultural Psychiatry. “Mental Capital, Mental Disorders, Resilience and 
Wellbeing through the Life Course” にて発表を行ったものである. 
Ko UKAWA: How do professionals of mental health and welfare support people with 
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 また今回の調査において,日本では,Ms. Truong Thi Thuy Trang,佐藤春花様,原口美佐代様,カナ
ダでの調査では,Ms. Yuki PHAN THAI,  Ms. THAI THI MY,  Dr. Soma GANESAN, ベトナムでの調査
ではMs. Ha Thi Thanh Nga に多大なるご協力を頂きました.この場をお借りし皆様に深甚なる謝意
を表します.またお名前を挙げることは出来ませんが,調査協力者の 43 名の皆様に深く感謝申し上
げます. 
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